
C-38

C
内
部
付
属
装
置

外
部
付
属
装
置

電
動
機
分
岐
回
路
用

時
延
形

適
合
圧
着
端
子

接
続
方
式

同
梱
部
品

締
付
ト
ル
ク

資
料

資料

系統連系型小出力太陽光発電設備などの配線例  出典：（一社）日本電気協会「内線規程JEAC8001-2016」

接続例1（中性線に過電流が流れるおそれがある場合）

系統連系用途の「逆接続可能型」の接続方法について

a） 太陽光発電設備を単独で接続する場合

b） 太陽光発電設備と蓄電池等の設備が併設されている場合

［注1］過電流保護機能付き漏電遮断器は、逆接続可能型（漏電遮断
器が「切」の状態で負荷側に電圧がかかっても故障するおそれ
のないもの。）が必要。また、パワーコンディショナが単相3線
式電路（単相2線式200Vを含む。）に接続される場合は3P3E
が必要となる。

［注1］過電流保護機能付き漏電遮断器BE1、BE2は、逆接続可能型
（漏電遮断器が「切」の状態で負荷側に電圧がかかっても故
障するおそれのないもの。）が必要。また、パワーコンディショ
ナが単相3線式電路（単相2線式200Vを含む。）に接続される
場合、過電流保護機能付き漏電遮断器BE1においては3P3E
が必要となるが、過電流保護機能付き漏電遮断器BE2につい
ては3P2Eで良く中性線欠相保護機能付きのものであること
を要しない。

［注2］太陽光発電用開閉器の負荷側（L）にパワーコンディショナを接
続すること。

［注3］太陽光発電用開閉器を漏電遮断器の直後に接続すると、分電
盤に定格以上の電流が流れるおそれがあるため、このような
接続は行わないこと。

［注2］太陽光発電用開閉器の負荷側（L）にパワーコンディショナを接
続すること。

［注3］蓄電池等の専用開閉器を漏電遮断器（BE1）の直後に接続する
と、分電盤に定格以上の電流が流れるおそれがあるため、この
ような接続は行わないこと。

［注4］蓄電池等の設備を接続する場合は、系統へ逆潮流しないよう、
リレー等を設けること。
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内線規程JEAC8001資料3-5-8の「逆接続可能型」です。太陽
光発電システム用など系統連系用途の場合は、電源側（図の上
側）に商用電源側を、負荷側（図の下側）に発電システム側を接
続してください。用途にかかわらず、負荷側（図の下側）に商用
電源側を接続しないでください。

商用電源側
発電システムの接続方法

発電システム側
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